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　6月22日、農産物直売所みどり
の里山居館は「夏野菜フェア」を
開き、新鮮な夏野菜の詰め放題
などを行いました。1時間もたたず
に売り切れる野菜が出るなど大
盛況となりました。
　山居館副組合長の伊與田明子
さん（表紙写真）は、今回のフェア
について「始まる前までは、お客
さんが来てくれるか心配で皆で
野菜が残らないように売り方の
相談などもしていたが、こんなに
早く売れるとは思っておらず驚い
た。とても嬉しかった。」と語りま
した。詳しくは7ページのニュース
&トピックスをご覧ください。

第
31
回
通
常
総
代
会

今月の表紙今月の表紙



共済部
●組合員・利用者への最適な保障・
サービス等の提供

●共済事業推進体制の再構築と推進活
動の強化

福祉課
●サービスの質の向上によるサービ
ス基盤と人的基盤の整備

●安心してくらせる居場所づくり、
社会参加をサポート

●助けあい組織のサポート

総合企画部
●組合員とのつながり強化による持
続可能な事業基盤と経営基盤の確
立・強化

●遊休資産について利活用及び処分
●将来を担う人材確保・育成と職場
の活性化

リスク管理室
●不良債権化の未然防止による財務
基盤の強化

●適正な資産査定の実施
●コンプライアンス態勢の確立

監査室
●法令等遵守に基づく内部体制の検
証並びに指導の強化

●監査技術の向上と関係機関との連携

信用部
●組合員・利用者との新たな接点の構築
●農業・地域・くらしの領域における機能
発揮

●業務効率化の追求と専門的人材育成

畜産課
●畜産技術・経営の強化
●家畜防疫衛生の強化
●自給粗飼料の確保
●地産地消による消費拡大の取り組み

営農資材課
●生産コストの引き下げと安定供給
●予約購買の普及、拡大
●店舗業務の整備・集約

農業機械課
●訪問推進活動とイベント開催による最新
農機の情報提供

●生産コスト低減に向けた支援
●迅速な修理体制づくりと農作業安全への
取り組み

加工販売課（直売所・特産物販売事業）
●顧客満足度を高めた管内農畜産物の消費拡大
●活気・魅力ある直売所運営

加工販売課（加工事業）
●産地精米のメリットを生かした精米販売拡大

営農企画課
●異常気象に対応し得る技術の平準化
と指導力の向上

●ＪＡ土づくり支援対策の推進
●需要に応じた米の生産と水田フル活
用による需給調整対策

●持続可能な水田農業・次世代へつな
ぐ農政運動の展開

●関連組織と連携した生産活動及び食
農教育・米消費拡大の推進

米穀課
●米穀集荷体制の強化
●産地・卸・実需との継続的な取り組
みと米販売の強化

●農産物検査業務・保管事業の効率的
な運営

園芸課
●土地利用型作物の栽培推進
●園芸生産拡大品目の推進
●効率的な施設運営による経費の削減
●販路拡大と企画販売の強化

担い手支援課
●担い手の経営基盤の発展支援
●多様な担い手確保・育成等への支援
●新規就農及び雇用就農者の定着支援

第31回

通常総代会
令和7年度 各事業の取り組み重点目標

充
実
度
不
足
で
落
等
が
散
見
さ
れ
た
も
の
の
、
総
じ
て
高
い
一
等

米
比
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
多
収
穫
」「
高
品
質
」「
良
食
味
米
」の
安
定

生
産
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
土
づ
く
り
支
援
事
業
の
面
的
拡
大
を
推
進

し
、地
域
や
土
壌
条
件
に
よ
る
課
題
の
克
服
、さ
ら
に
は
病
害
虫
防

除
を
含
め
た
対
策
強
化
に
努
め
、
異
常
気
象
に
負
け
な
い
Ｊ
Ａ
庄

内
み
ど
り
産
米
の
高
品
位
安
定
生
産
に
取
り
組
み
ま
す
。担
い
手

支
援
に
関
し
て
は
、
引
き
続
き
新
規
就
農
者
の
農
業
経
営
の
早
期

確
立
及
び
雇
用
就
農
者
の
定
着
を
目
指
し
て
、
総
合
的
な
支
援
を

展
開
し
ま
す
。

　

米
穀
で
は
天
候
不
良
に
よ
る
３
ヶ
年
連
続
の
集
荷
数
量
減
少
を

ふ
ま
え
、引
き
続
き
需
要
に
沿
っ
た
生
産
を
基
本
と
し
つ
つ
、取
引

先
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
系
統
集
荷
率
の
向
上
、安
定
集
荷
、有
利

販
売
に
努
め
、「
品
質
」「
集
荷
」「
価
格
」の
更
な
る
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

　

園
芸
は
水
稲
と
の
複
合
経
営
並
び
に
園
芸
品
目
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
農
業
所
得
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
遊
休
農
地
・
耕
作

放
棄
地
及
び
水
田
基
盤
整
備
事
業
へ
の
土
地
利
用
型
作
物
の
推
進

に
よ
る
園
芸
振
興
を
図
り
ま
す
。ま
た
、
気
象
被
害
に
対
す
る
対
策

を
構
築
し
、
安
定
生
産
に
よ
る
販
売
価
格
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、

効
率
的
な
施
設
運
営
に
よ
る
経
費
削
減
に
努
め
ま
す
。農
業
経
営

事
業
に
つ
い
て
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
実
証
展
示
を
継
続

し
、
産
地
形
成
に
資
す
る
技
術
の
確
立
を
図
り
ま
す
。ま
た
、
長
ネ

ギ
拡
大
事
業
に
お
い
て
は
近
年
の
異
常
気
象
か
ら
、
新
た
な
育
苗

培
土
の
試
験
で
、
初
期
生
育
確
保
に
よ
る
異
常
気
象
対
策
の
検
証

を
図
り
ま
す
。水
田
転
作
で
の
サ
ト
イ
モ
の
マ
ル
チ
栽
培
機
械
化

一
環
体
系
の
検
証
を
継
続
し
ま
す
。栽
培
実
証
圃
の
管
理
運
営
と

実
証
圃
を
拠
点
と
し
た
栽
培
講
習
会
の
実
施
、
副
産
物
（
収
穫
物
）

の
収
益
を
含
む
収
支
の
取
扱
い
を
農
業
経
営
事
業
で
継
続
い
た
し

ま
す
。

　

畜
産
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
等
を
活
用
し
畜
産
農
家
個
々
の

財
務
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。 

ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
生
産
技
術
指
導
、管
理
指
導
を
強
化
し
生
産
向
上
を
図
り
、国
・

県
・
行
政
の
補
助
事
業
を
畜
産
農
家
に
情
報
提
供
し
、
積
極
的
に
利

用
し
経
営
強
化
を
図
り
ま
す
。防
疫
対
策
に
つ
い
て
は
、
農
場
に
お

け
る
衛
生
管
理
の
指
導
を
徹
底
し
防
疫
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

開
催
に
当
た
り
田
村
久
義
組
合
長
は
「
令
和
6
年
度
は
持
続
可
能

な
農
業
、再
生
産
対
策
の
た
め
の
独
自
支
援
と
し
て
、土
づ
く
り
支
援

対
策
や
、施
設
園
芸
拡
大
支
援
、新
規
就
農
支
援
な
ど
を
継
続
し
て
き

た
が
、
７
月
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
っ
て
管
内
全
域
に
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。被
災
し
た
水
稲
農
家
や
園
芸
農
家
に
対
し
て
は
早
期
復

興
の
た
め
農
協
賦
課
金
相
当
額
の
支
援
及
び
再
生
産
支
援
金
を
支

払
っ
た
。今
後
も
実
の
あ
る
支
援
対
策
を
実
行
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

四
半
世
紀
ぶ
り
に
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
。改

め
て
当
管
内
が
水
稲
の
適
地
適
作
地
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
農

業
者
の
生
産
基
盤
の
維
持
と
食
料
の
安
定
供
給
を
強
く
訴
え
て
い
く
。

昨
今
、日
本
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。農
協

経
営
に
お
い
て
も
信
用
・
共
済
事
業
収
益
が
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

が
続
く
こ
と
を
想
定
し
、
事
業
の
見
直
し
を
継
続
し
て
い
く
。ま
た
、

営
農
・
経
済
事
業
の
収
支
改
善
は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
資
材
店
舗

の
集
約
な
ど
、
経
済
事
業
全
般
で
の
部
門
ご
と
の
業
務
見
直
し
を
検

討
し
機
構
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

  
全
8
議
案
を
承
認

　

第
1
号
議
案
の
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承

認
で
は
、
受
託
販
売
品
取
扱
実
績
は
前
年
比
9
・
1
％
増
の
1
4
4

億
3
0
4
2
万
円
と
な
り
ま
し
た
。内
訳
は
米
穀
が
1
1
1
億

7
6
3
5
万
円
、
園
芸
が
14
億
4
0
8
3
万
円
、
畜
産
が
18
億

1
3
2
3
万
円
と
な
り
ま
し
た
。当
期
剰
余
金
は
1
億
7
0
4
2
万

円
、
繰
越
剰
余
金
な
ど
を
加
え
た
当
期
末
処
分
剰
余
金
は
3
億

6
6
9
4
万
円
。利
益
準
備
金
に
6
0
0
0
万
円
、任
意
積
立
金
に
1

億
3
0
2
7
万
円
、
出
資
配
当
と
し
て
年
1
%
の
5
1
8
8
万
円
を

計
上
し
、
1
億
2
4
7
8
万
円
を
次
期
繰
越
利
益
剰
余
金
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

  

令
和
7
年
度
事
業
計
画

 【
営
農
販
売
事
業
】

　

令
和
6
年
産
米
は
昨
年
の
大
雨
に
よ
る
浸
水
・
冠
水
の
影
響
、
出

穂
期
前
の
日
照
不
足
の
影
響
か
ら
、
実
収
量
が
３
年
連
続
で
平
年
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。品
質
に
つ
い
て
は
、高
温
障
害
に
よ
る

等
級
低
下
は
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
管
内
の
主
食
用
う
る
ち
米
の
一
等

比
率
は
91
％
と
な
っ
て
お
り
、
品
種
別
に
お
い
て
も
一
部
着
色
粒
や

　

当
J
A
は
6
月
20
日
、
本
所
で
第
31
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、
総
代
5
5
0
人
の
う
ち
４
７
６
人
（
書
面
議
決
、

委
任
出
席
を
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
議
長
に
は
八
幡
市
条
地
区
の
池
田
徹
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
令
和
6
年
度

事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
な
ど
を
含
む
、
全
8
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
理
事
27
人
と
監
事
7
人
を
選
任
し
、
総
代
会
後
の
臨
時
理
事
会
で
田

村
久
義
代
表
理
事
組
合
長
を
再
任
し
ま
し
た
。

【
購
買
事
業
】

　

営
農
資
材
課
は
低
コ
ス
ト
、省
力
資
材
の
提
案
と
予
約
購

買
の
拡
充
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
、継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

農
業
機
械
課
は
訪
問
推
進
に
よ
る
最
先
端
農
機
や
低
コ

ス
ト
農
機
の
情
報
提
供
と
、修
理
技
術
の
底
上
げ
に
よ
る
迅

速
な
修
理
対
応
で
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

加
工
販
売
課
の
加
工
事
業
で
は
Ｊ
Ａ
直
営
の「
精
米
セ
ン

タ
ー
」「
お
米
販
売
店（
こ
め
蔵
）」の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

安
全
安
心
な
精
米
・
玄
米
を
消
費
者
に
お
届
け
し
産
地
及

び
商
品
の
P
R
を
行
い
、組
合
員
・
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。ま
た
、
直
売
所
・
特
産
物
販
売
事
業
で
は
特
産
物

販
売
に
力
を
入
れ
顧
客
満
足
度
を
高
め
た
管
内
農
産
物
の

消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。山
居
館
、
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い

て
は
、活
気
・
魅
力
あ
る
直
売
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
信
用
事
業
】

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
新
た
な
社
会

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
金
融
仲
介
機
能
と
既
存
の
対
面
サ
ー

ビ
ス
を
融
合
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
構
築
に
努
め
、
組
合
員
・

利
用
者
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

【
共
済
事
業
】

　

い
か
な
る
事
業
環
境
に
お
い
て
も「
お
客
さ
ま
本
位
の
業

務
運
営
」を
徹
底
し
、
組
合
員
・
利
用
者
と
の
関
係
性
強
化

や
新
た
な
仲
間
づ
く
り
に
向
け
て
、３
Ｑ
活
動
の
取
組
状
況

等
を
踏
ま
え
、Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
接
点
を
活
用
し
な
が
ら
、

ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
「
組
合
員
・
利
用
者
へ
の
最
適
な
保
障
・

サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
」の
実
践
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
福
祉
事
業
】

　

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
よ

り
、
信
頼
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
災
害
等
の
環

境
変
化
に
も
対
応
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
目
指

し
ま
す
。 

ま
た
、
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
安
心
し
て
く
ら
せ
る
居
場
所
づ
く
り
、
社

会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
経
営
管
理
】

　

幅
広
く
組
合
員
の
意
見
を
頂
戴
し
、事
業
運
営
に
反
映
さ

せ
、業
務
の
効
率
化
を
念
頭
に
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
事
業
管

理
費
を
見
直
し
、
費
用
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
こ
と
で
、
事
業

経
営
基
盤
の
維
持
、向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
し
進
め

ま
す
。ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
将
来
を
担
う
人
材
育
成
・

確
保
と
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

高
品
位
米
生
産
農
家

個
人
の
部
　
最
優
秀
賞　

齋
藤　

進
（
広
野
）

　
　
　
　
　
　

優
秀
賞　

渡
部
利
春
（
上
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
正
志
（
北
平
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
門
敏
子
（
遊
佐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
良
雄
（
一
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
藤
昭
（
桜
林
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

薫
（
山
寺
）

集
団
の
部
　
最
優
秀
賞　
安
田
生
産
組
合
（
上
田
）

　
　
　
　
　
　

優
秀
賞　
生
石
生
産
組
合（
東
平
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
川
生
産
組
合（
新
堀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樽
川
生
産
組
合（
高
瀬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
田
生
産
組
合（
一
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
山
生
産
組
合（
中
野
俣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
事
組
合
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
美
コ
ス
モ
ス（
内
郷
）

大
豆
生
産
優
秀
組
織

　

優
秀
賞　
農
事
組
合
法
人　

イ
ー
ネ
刈
穂（
上
田
）

　
　
　
　
　

新
堀
農
業
振
興
部
会
（
新
堀
）

　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
（
稲
川
）

高
収
益
畜
産
農
家

　
　
　

養　
　
　
　

豚　

伊
藤
良
治
（
蕨
岡
）

　
　
　

肉 　

用  　

牛　

髙
橋
洋
一
（
本
楯
）

　
　
　

繁　

  

殖 　

牛　

佐
藤
正
一
（
広
野
）

　
　
　

酪　
　
　
　

農　

長
堀
仁
実
（
山
元
）

高
収
益
園
芸
農
家

　
　
　

庄　

  

内　

  

柿　
三
浦
誠
一（
松
山
南
部
）

　
　
　

日　

  

本 　

 

梨　

佐
藤
広
喜（
本
楯
）

　
　
　

メ 　

 

ロ　

  

ン　
村
上　

明（
西
遊
佐
）

　
　
　

長 　

 

ネ 　

 

ギ　

伊
藤
勝
成（
上
田
）

　
　
　

パ  

プ  

リ  

カ　

本
間
正
一（
稲
川
）

　
　
　

ミ 

ニ 

ト 

マ 

ト　

佐
藤
成
之（
本
楯
）

　
　
　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス　

梅
津
弘
夫（
本
楯
）

　
　
　

ス   

ト   

ッ   

ク　

早
坂
一
人（
浜
中
）

　
　
　

ケ　
イ　
ト　
ウ　

秋
山
政
幸
（
浜
中
）

組
織
表
彰

優
秀
組
織　
農
事
組
合
法
人　

茨
野
（
中
平
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

農
事
組
合
法
人

　
　
　
　
　

  

ア
グ
リ
南
西
部（
稲
川
・
西
遊
佐
）

み
ど
り
農
業
振
興
賞　

堀　

竜
輔
（
本
楯
）

令
和
6
年
度
農
業
産
物
生
産
優
秀
農
家

並
び
に
集
団
等
表
彰
者
名
簿  

（
敬
称
略
）

22025.072025.073



共済部
●組合員・利用者への最適な保障・
サービス等の提供

●共済事業推進体制の再構築と推進活
動の強化

福祉課
●サービスの質の向上によるサービ
ス基盤と人的基盤の整備

●安心してくらせる居場所づくり、
社会参加をサポート

●助けあい組織のサポート

総合企画部
●組合員とのつながり強化による持
続可能な事業基盤と経営基盤の確
立・強化

●遊休資産について利活用及び処分
●将来を担う人材確保・育成と職場
の活性化

リスク管理室
●不良債権化の未然防止による財務
基盤の強化

●適正な資産査定の実施
●コンプライアンス態勢の確立

監査室
●法令等遵守に基づく内部体制の検
証並びに指導の強化

●監査技術の向上と関係機関との連携

信用部
●組合員・利用者との新たな接点の構築
●農業・地域・くらしの領域における機能
発揮

●業務効率化の追求と専門的人材育成

畜産課
●畜産技術・経営の強化
●家畜防疫衛生の強化
●自給粗飼料の確保
●地産地消による消費拡大の取り組み

営農資材課
●生産コストの引き下げと安定供給
●予約購買の普及、拡大
●店舗業務の整備・集約

農業機械課
●訪問推進活動とイベント開催による最新
農機の情報提供

●生産コスト低減に向けた支援
●迅速な修理体制づくりと農作業安全への
取り組み

加工販売課（直売所・特産物販売事業）
●顧客満足度を高めた管内農畜産物の消費拡大
●活気・魅力ある直売所運営

加工販売課（加工事業）
●産地精米のメリットを生かした精米販売拡大

営農企画課
●異常気象に対応し得る技術の平準化
と指導力の向上

●ＪＡ土づくり支援対策の推進
●需要に応じた米の生産と水田フル活
用による需給調整対策

●持続可能な水田農業・次世代へつな
ぐ農政運動の展開

●関連組織と連携した生産活動及び食
農教育・米消費拡大の推進

米穀課
●米穀集荷体制の強化
●産地・卸・実需との継続的な取り組
みと米販売の強化

●農産物検査業務・保管事業の効率的
な運営

園芸課
●土地利用型作物の栽培推進
●園芸生産拡大品目の推進
●効率的な施設運営による経費の削減
●販路拡大と企画販売の強化

担い手支援課
●担い手の経営基盤の発展支援
●多様な担い手確保・育成等への支援
●新規就農及び雇用就農者の定着支援

第31回

通常総代会
令和7年度 各事業の取り組み重点目標

充
実
度
不
足
で
落
等
が
散
見
さ
れ
た
も
の
の
、
総
じ
て
高
い
一
等

米
比
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
多
収
穫
」「
高
品
質
」「
良
食
味
米
」の
安
定

生
産
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
土
づ
く
り
支
援
事
業
の
面
的
拡
大
を
推
進

し
、地
域
や
土
壌
条
件
に
よ
る
課
題
の
克
服
、さ
ら
に
は
病
害
虫
防

除
を
含
め
た
対
策
強
化
に
努
め
、
異
常
気
象
に
負
け
な
い
Ｊ
Ａ
庄

内
み
ど
り
産
米
の
高
品
位
安
定
生
産
に
取
り
組
み
ま
す
。担
い
手

支
援
に
関
し
て
は
、
引
き
続
き
新
規
就
農
者
の
農
業
経
営
の
早
期

確
立
及
び
雇
用
就
農
者
の
定
着
を
目
指
し
て
、
総
合
的
な
支
援
を

展
開
し
ま
す
。

　

米
穀
で
は
天
候
不
良
に
よ
る
３
ヶ
年
連
続
の
集
荷
数
量
減
少
を

ふ
ま
え
、引
き
続
き
需
要
に
沿
っ
た
生
産
を
基
本
と
し
つ
つ
、取
引

先
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
系
統
集
荷
率
の
向
上
、安
定
集
荷
、有
利

販
売
に
努
め
、「
品
質
」「
集
荷
」「
価
格
」の
更
な
る
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

　

園
芸
は
水
稲
と
の
複
合
経
営
並
び
に
園
芸
品
目
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
農
業
所
得
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
遊
休
農
地
・
耕
作

放
棄
地
及
び
水
田
基
盤
整
備
事
業
へ
の
土
地
利
用
型
作
物
の
推
進

に
よ
る
園
芸
振
興
を
図
り
ま
す
。ま
た
、
気
象
被
害
に
対
す
る
対
策

を
構
築
し
、
安
定
生
産
に
よ
る
販
売
価
格
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、

効
率
的
な
施
設
運
営
に
よ
る
経
費
削
減
に
努
め
ま
す
。農
業
経
営

事
業
に
つ
い
て
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
実
証
展
示
を
継
続

し
、
産
地
形
成
に
資
す
る
技
術
の
確
立
を
図
り
ま
す
。ま
た
、
長
ネ

ギ
拡
大
事
業
に
お
い
て
は
近
年
の
異
常
気
象
か
ら
、
新
た
な
育
苗

培
土
の
試
験
で
、
初
期
生
育
確
保
に
よ
る
異
常
気
象
対
策
の
検
証

を
図
り
ま
す
。水
田
転
作
で
の
サ
ト
イ
モ
の
マ
ル
チ
栽
培
機
械
化

一
環
体
系
の
検
証
を
継
続
し
ま
す
。栽
培
実
証
圃
の
管
理
運
営
と

実
証
圃
を
拠
点
と
し
た
栽
培
講
習
会
の
実
施
、
副
産
物
（
収
穫
物
）

の
収
益
を
含
む
収
支
の
取
扱
い
を
農
業
経
営
事
業
で
継
続
い
た
し

ま
す
。

　

畜
産
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
等
を
活
用
し
畜
産
農
家
個
々
の

財
務
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。 

ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
生
産
技
術
指
導
、管
理
指
導
を
強
化
し
生
産
向
上
を
図
り
、国
・

県
・
行
政
の
補
助
事
業
を
畜
産
農
家
に
情
報
提
供
し
、
積
極
的
に
利

用
し
経
営
強
化
を
図
り
ま
す
。防
疫
対
策
に
つ
い
て
は
、
農
場
に
お

け
る
衛
生
管
理
の
指
導
を
徹
底
し
防
疫
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

開
催
に
当
た
り
田
村
久
義
組
合
長
は
「
令
和
6
年
度
は
持
続
可
能

な
農
業
、再
生
産
対
策
の
た
め
の
独
自
支
援
と
し
て
、土
づ
く
り
支
援

対
策
や
、施
設
園
芸
拡
大
支
援
、新
規
就
農
支
援
な
ど
を
継
続
し
て
き

た
が
、
７
月
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
っ
て
管
内
全
域
に
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。被
災
し
た
水
稲
農
家
や
園
芸
農
家
に
対
し
て
は
早
期
復

興
の
た
め
農
協
賦
課
金
相
当
額
の
支
援
及
び
再
生
産
支
援
金
を
支

払
っ
た
。今
後
も
実
の
あ
る
支
援
対
策
を
実
行
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

四
半
世
紀
ぶ
り
に
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
。改

め
て
当
管
内
が
水
稲
の
適
地
適
作
地
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
農

業
者
の
生
産
基
盤
の
維
持
と
食
料
の
安
定
供
給
を
強
く
訴
え
て
い
く
。

昨
今
、日
本
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。農
協

経
営
に
お
い
て
も
信
用
・
共
済
事
業
収
益
が
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

が
続
く
こ
と
を
想
定
し
、
事
業
の
見
直
し
を
継
続
し
て
い
く
。ま
た
、

営
農
・
経
済
事
業
の
収
支
改
善
は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
資
材
店
舗

の
集
約
な
ど
、
経
済
事
業
全
般
で
の
部
門
ご
と
の
業
務
見
直
し
を
検

討
し
機
構
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

  

全
8
議
案
を
承
認

　

第
1
号
議
案
の
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承

認
で
は
、
受
託
販
売
品
取
扱
実
績
は
前
年
比
9
・
1
％
増
の
1
4
4

億
3
0
4
2
万
円
と
な
り
ま
し
た
。内
訳
は
米
穀
が
1
1
1
億

7
6
3
5
万
円
、
園
芸
が
14
億
4
0
8
3
万
円
、
畜
産
が
18
億

1
3
2
3
万
円
と
な
り
ま
し
た
。当
期
剰
余
金
は
1
億
7
0
4
2
万

円
、
繰
越
剰
余
金
な
ど
を
加
え
た
当
期
末
処
分
剰
余
金
は
3
億

6
6
9
4
万
円
。利
益
準
備
金
に
6
0
0
0
万
円
、任
意
積
立
金
に
1

億
3
0
2
7
万
円
、
出
資
配
当
と
し
て
年
1
%
の
5
1
8
8
万
円
を

計
上
し
、
1
億
2
4
7
8
万
円
を
次
期
繰
越
利
益
剰
余
金
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

  

令
和
7
年
度
事
業
計
画

 【
営
農
販
売
事
業
】

　

令
和
6
年
産
米
は
昨
年
の
大
雨
に
よ
る
浸
水
・
冠
水
の
影
響
、
出

穂
期
前
の
日
照
不
足
の
影
響
か
ら
、
実
収
量
が
３
年
連
続
で
平
年
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。品
質
に
つ
い
て
は
、高
温
障
害
に
よ
る

等
級
低
下
は
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
管
内
の
主
食
用
う
る
ち
米
の
一
等

比
率
は
91
％
と
な
っ
て
お
り
、
品
種
別
に
お
い
て
も
一
部
着
色
粒
や

　

当
J
A
は
6
月
20
日
、
本
所
で
第
31
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、
総
代
5
5
0
人
の
う
ち
４
７
６
人
（
書
面
議
決
、

委
任
出
席
を
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
議
長
に
は
八
幡
市
条
地
区
の
池
田
徹
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
令
和
6
年
度

事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
な
ど
を
含
む
、
全
8
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
理
事
27
人
と
監
事
7
人
を
選
任
し
、
総
代
会
後
の
臨
時
理
事
会
で
田

村
久
義
代
表
理
事
組
合
長
を
再
任
し
ま
し
た
。

【
購
買
事
業
】

　

営
農
資
材
課
は
低
コ
ス
ト
、省
力
資
材
の
提
案
と
予
約
購

買
の
拡
充
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
、継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

農
業
機
械
課
は
訪
問
推
進
に
よ
る
最
先
端
農
機
や
低
コ

ス
ト
農
機
の
情
報
提
供
と
、修
理
技
術
の
底
上
げ
に
よ
る
迅

速
な
修
理
対
応
で
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

加
工
販
売
課
の
加
工
事
業
で
は
Ｊ
Ａ
直
営
の「
精
米
セ
ン

タ
ー
」「
お
米
販
売
店（
こ
め
蔵
）」の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

安
全
安
心
な
精
米
・
玄
米
を
消
費
者
に
お
届
け
し
産
地
及

び
商
品
の
P
R
を
行
い
、組
合
員
・
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。ま
た
、
直
売
所
・
特
産
物
販
売
事
業
で
は
特
産
物

販
売
に
力
を
入
れ
顧
客
満
足
度
を
高
め
た
管
内
農
産
物
の

消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。山
居
館
、
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い

て
は
、活
気
・
魅
力
あ
る
直
売
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
信
用
事
業
】

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
新
た
な
社
会

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
金
融
仲
介
機
能
と
既
存
の
対
面
サ
ー

ビ
ス
を
融
合
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
構
築
に
努
め
、
組
合
員
・

利
用
者
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。
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共
済
事
業
】

　

い
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な
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事
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環
境
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お
い
て
も「
お
客
さ
ま
本
位
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営
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徹
底
し
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組
合
員
・
利
用
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と
の
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係
性
強
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新
た
な
仲
間
づ
く
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に
向
け
て
、３
Ｑ
活
動
の
取
組
状
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等
を
踏
ま
え
、Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
接
点
を
活
用
し
な
が
ら
、

ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
「
組
合
員
・
利
用
者
へ
の
最
適
な
保
障
・

サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
」の
実
践
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
福
祉
事
業
】
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と
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と
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び
つ
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サ
ー
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ス
の
質
の
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上
に
よ

り
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信
頼
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
災
害
等
の
環

境
変
化
に
も
対
応
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
目
指

し
ま
す
。 
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佐 藤 公 紀 （56）
理事〔酒田北部〕

渡  会　　健 (66）
理事〔遊佐〕

大 谷 吉 彦 （70）
理事〔稲川〕

小 野 寺 一 博 （64）
理事〔蕨岡〕

佐 藤 　 仁 （68）
理事〔吹浦〕

長 澤 良 樹 （69）
理事〔蕨岡〕

池 田 良 之 （58）
理事〔八幡〕

御 舩 浩 弥 （48）
理事〔八幡〕

土 田 　 伸 （55）
理事〔平田〕

加 藤 和 幸 （66）
理事〔平田〕

佐 藤 清 隆 （41）
理事〔松山〕

遠 田 　 聡 （64）
理事〔松山〕

三浦ひとみ（55）
理事〔理事会推薦〕

大 井 順 久（62）
代表監事〔東平田〕

佐 藤 　 裕 (64)
常勤監事〔理事会推薦〕

後 藤 裕 一（46）
監事〔本楯〕

小松原佑介（40）
監事〔平田〕

伊 藤 修 介（69）
監事〔理事会推薦〕

小 松 正 志（72）
監事〔遊佐〕

新

阿 部 一 智（50）
監事〔酒田〕

髙 橋 身 依（46）
理事〔理事会推薦〕

6

新役員紹介

菅 原 寛 志 (60)
代表理事専務〔高瀬〕

田 村 久 義 （66）
代表理事組合長〔東平田〕

就任のご挨拶

渋 谷 佐 一 (64)
代表理事常務〔新堀〕

後 藤 　 淳 (66)
常務理事〔理事会推薦〕

岡 部 亀 義 （58）
理事〔西荒瀬〕

丸 山 康 広 （65）
理事〔鳥海〕

小 野 貴 之 （47）
理事〔本楯〕

佐 藤 浩 良 （65）
理事〔上田〕

樋 口 準 二 （63）
理事〔北平田〕

尾 形 大 介 （48）
理事〔中平田〕

齋 藤 裕 治 (67）
理事〔広野〕

菅 原 　 功 （51）
理事〔浜中〕

横 山 主 税 （65）
理事〔酒田〕

　この度の任期満了に伴う役員改選により、代表理事組合長にご推挙いただき、引
続き３期目を努めることとなり、その責任の重さを痛感しております。
　去る、6月20日に行われた第31回通常総代会では、全議案が原案通り承認されま
した。令和6年度は豪雨災害や天候不順により農産物取扱い数量は大きく減少しまし
たが、総合農協として事業展開をし、決算は計画を上回り、出資配当も出来たことを
改めて組合員の皆さまに感謝を申し上げます。
　さて、私ども、農業とJAを取り巻く環境は大きく様変わりしようとしています。異常
な米価高騰、備蓄米の安価な放出による相場下落、さらには外国産米輸入増へ舵取
りされようとしており、農業の生産基盤をさらに不安定なものにしようとしています。
　この度承認いただきました当JA中期経営計画では、「農業所得の増大」・「農業生
産の拡大」・「地域の活性」、を通じた持続可能な地域農業の実現をスローガンに、協
同組合理念のもと役職員が一体となり実践に邁進していきます。
　組合員各位には、今後ともなお一層のご指導・ご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

※年齢は令和7年7月10日現在。
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新
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新
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NEWS TOPICS& NEWS TOPICS&

旬な新鮮夏野菜を袋いっぱいに詰め込んで
山居館夏野菜フェア

　農産物直売所みどりの里山居館は6月22日に「夏野菜フェア」を開きました。開始早 3々0人程の買
い物客が集まり、一時間もたたずに一部の野菜が売り切れになる大盛況ぶりでした。
　同フェアでは、通常販売の他、キュウリやミニトマトなどの新鮮な野菜を1回200円や500円で行える
詰め放題やつかみ取り、乗せ放題などのゲーム感覚で楽しめるような販売も行いました。盛りだくさ
んの内容に、集まった買い物客は楽しそうに挑戦していました。
　参加した方に話を聞くと「詰め放題を目当てに早めに来たのでいろいろと楽しむことができたし、
新鮮な野菜もたくさん購入することができたのでかなりお得だと思う。ぜひ、また開催してほしい」と
笑顔で話していました。山居館組合長の川村洋さんは「イベントが少ない6月辺りに何かできないか
考え、昨年から始めた。昨年は3種類の野菜の詰め放題と野菜の福袋の販売だけだったが、今年は
いろいろな野菜を準備し他にも楽しめるような内容にしようと思い、つかみ取りなどを行った。楽しん
でいただけたようで良かった」と話しました。
　来月13日と20日には、旬を迎えた庄内産メロンを販売する「山居館メロンフェア」も行う予定です。

04

「地域に根差したJA」を目指して
JAバンク山形県表彰制度〈地域部門〉受賞 03

▲倒れないように真剣なまなざしで挑戦！

　当JAは5月16日、本所にて「2024年度JAバンク山形県表彰制度
〈地域部門〉」の表彰を受けました。県内JAのJAバンク事業にお
いて、当JAが優秀な成績を上げ、事業発展に貢献したとして、来協
した農林中央金庫山形支店の古川智久支店長より賞状と副賞が
授与されました。
　庄内地域が抱える課題に関し、行政・JA・民間企業・生産者・
消費者などが連携し、人が生きるための土台となる自然資本の持
続可能性や「生きがい」「文化」「健康」などの維持促進を目指す
活動を行い、好循環を構築していることが評価されました。
　田村久義組合長は、受賞に関して「大変光栄に思う。これから
も地域に根差したJAとして、地域貢献できるよう庄内みどり職員
一丸となって取り組んでいきたい」と喜びと抱負を語りました。 ▲賞状を授受する田村久義組合長（左）と古川智久支店長（右）

誇るべき地域農業を未来へ繋げるリーダーとして
生産組合長協議会総会・研修会

　JA庄内みどり生産組合長協議会は6月25日、ホテルリッチ＆ガーデン酒田で生産組
合長協議会総会を開催しました。管内支部代表、当JA役員や職員のほか、総会後に行
われた研修講師のJA全農山形や農薬メーカーの担当者ら46人が出席し、全2議案の
協議と令和7年度における生産組合の各種対策費についての報告が行われました。
　第2号議案の「令和7年度活動計画（案）並びに事業計画（案）」では、令和6年度豪
雨災害の被害とその復旧、昨今の国際情勢による日本農業への影響、「食料・農業・
農村基本法」の改正など生産者を取り巻く環境の移り変わりについて言及したうえ
で、地域やJAを支え続ける「根幹」である生産組合の実状、変わらぬ重要性と求めら
れる取り組みを再確認し、第1号議案とともに承認されました。
　事務局長を務める佐藤俊彦営農企画課課長は「地域農業のリーダーとして、JA・行
政・農業関係団体と一体となり、地域農業の維持発展、会員相互の連携を図りながら
積極的に課題と向き合っていく」と述べました。
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自慢のメロンを全国へ！
メロン初出荷式 01

▲開会の挨拶をする田村久義組合長（左）と日下部真会長（右）

　6月25日、当JAはメロンの初出荷式を遊佐園芸センターで行
いました。同式典は昨年度より始まったもので、園芸部門の主
力品目であるメロンのより一層の販売力強化を目指すことを目
的としています。当日は天候にも恵まれ、生産者やJA役職員、関
係機関など約60人が出席しました。
　メロンの高値販売やトラックの安全輸送などを祈願する神
事や遊佐保育園の園児らによる可愛らしい歌が披露された後、
当JAの田村久義組合長、菅原寛志専務、渋谷佐一常務、メロン
専門部の池田勇一部長、全国農業協同組合連合会山形県本部
の池田浩之園芸部長、株式会社JA全農ライフサポートの高橋
幸紀代表取締役社長によるテープカットが行われました。
　神事の後、田村組合長は「当JAの今年産メロンは、98人の生
産者から約34㌶を作付していただいている。毎年、立派でおい

▲おいしい庄内産メロンを全国にお届けします。 ▲式典後、出席した方々にメロンが振る舞われました。

「万が一」を生まない安全意識と対応技術を再確認
酒田中央給油所で火災防ぎょ訓練

　㈱みどりサービスは6月11日、JA庄内みどり本所に隣接する酒田中央給
油所で火災防ぎょ訓練を実施しました。
　本訓練には職員21人が参加し、酒田地区広域行政組合消防本部の指導
のもと、消火器を使った初期消火訓練や、火災の発見からポンプ車で消火
するまでの一連の流れを確認する本格的な防ぎょ訓練を行いました。
　消防本部予防課の佐藤良也課長は火災を防ぐポイントとして「危険物を
取り扱っているという意識と正しい知識を持つこと」「管理・点検を怠らな
いこと」を挙げ、市民の生活に必要不可欠な燃料油などの危険物を日々取
り扱い、火災の予防啓発に努める職員に改めて感謝を伝えました。
　訓練を終え、酒田中央給油所の本間祐所長は「どの職員も素早い対応
ができていてよかった。普段から安全意識を持ち、自分たちの業務や利用
者の行動に目を配ってはいるが、そこに「慣れ」が生じないために気を引き
締めるいい機会になった」と話しました。

05

▲左から初期消火、利用者避難、消防士への引継ぎ。本番さながらの真剣さです

しいメロンを出荷していただき感謝している。生産者の期待に
応えられるよう販売していきたい」と話し、池田専門部長は「と
ても良いメロンに仕上がっているので家族、友人など皆さんで
おいしく召し上がっていただきたい」と話しました。
　東京都の大田市場へと送られるトラックへ「アンデスメロン」
や「ルピアレッド」の計181ケースが積み込まれ、初荷が無事に
届けられるよう参加者全員で見送りました。
　今年産のメロンは春先の低温や日照不足で生育に1週間ほ
ど遅れが生じましたが、品質に関しては糖度、食感共に十分な
ものとなっています。また、台湾や香港、シンガポールなどへ昨
年の2倍となる約3.5㌧の輸出を計画しており、8月中までに国内
外含め900㌧の出荷を見込み、販売額は5億円を目指します。
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　当ＪＡ青年部は6月16、17日の２日間、東京都や神奈川県の小学校16校を訪問し、社会科の授業で農業
や米づくりを学ぶ小学5年生の児童たちに「米づくりの先生」として授業を行いました。今回、青年部の
他、女性部やJA職員の計20人が参加しました。
　同運動は、交流を深めながら質問に答えることで農業を正しく理解してもらうことを目的とし、30年
以上前から活動しています。
　授業では、各学校で児童がバケツ稲や学校田にて栽培している、今年5月に発送した「はえぬき」の苗の
生育状況を確認し、今後の水管理などについてアドバイスしました。また、稲作の一年について解説する
DVDを観賞し、季節ごとの生育過程や作業を分かりやすく説明しました。
　児童からは、「米の種類によって育て方に違いはあるの？」、「稲一本でどのくらいの米が収穫できる
の？」などたくさん質問が上がりました。
　今回の訪問について青年部土田伸平委員長は、「今年も子供達からたくさんの質問を受けて、色々な話
をすることができて良かった。現在の米価の高騰もあってか備蓄米についてなど、いつもとは違った質問
も多く、こちらが考えさせられる瞬間もありました」と話しました。
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長
が
約
０
・
５
㎜
〜
で
穂
肥
時
期
）
施
肥
量

に
つ
い
て
は
生
育
状
況
に
よ
っ
て
変
動
す
る

の
で
、
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
情
報
を
参

考
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
肥
一
発
肥
料
の
使
用
圃
場
で
生
育
途
中

で
の
葉
色
低
下
が
見
ら
れ
る
場
合
は
総
合
的

な
判
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
営
農
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

稲
の
生
育
状
況
に
よ
り
窒
素
追
肥
が
困
難

な
場
合
は
、
積
極
的
に
ケ
イ
酸
資
材
を
施
用

し
ま
し
ょ
う
。

【
穂
肥
後
の
管
理
】

　

穂
肥
施
用
後
は
飽
水
管
理
（
土
壌
表
面
の

足
跡
に
水
が
残
る
程
度
）
と
し
、
そ
の
後
出

穂
期
ま
で
は
２
湛
２
落
の
間
断
潅
水
を
行
い
、

土
壌
を
酸
化
的
に
維
持
し
根
の
伸
長
・
発
根

促
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
出
穂
期
か

ら
穂
揃
期
に
か
け
て
の
約
１
週
間
は
開
花
・

受
粉
に
十
分
な
水
分
（
花
水
）
が
必
要
と
な

る
た
め
、
湛
水
状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

【
防
除
対
策
】

　

病
害
虫
防
除
所
の
情
報
に
よ
る
と
、
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が
「
や
や
多
い
」
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類
の
増
殖

を
抑
え
、
こ
ま
め
な
草
刈
り
（
雑
草
が
穂
を

つ
け
る
前
の
草
刈
り
）
や
、
圃
場
内
の
雑
草

除
去
と
防
除
を
徹
底
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
発

生
密
度
を
低
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

営農掲示板

幼
穂
形
成
期
か
ら
の

本
田
管
理
に
つ
い
て

営
農
の
し
お
り

園
芸
だ
よ
り

メ
ロ
ン
に
含
ま
れ
る

栄
養
素
や
見
分
け
方

の
コ
ツ

酒田きた営農課
係長

岡部 真治

園芸課
鈴木 康平

皆さん真
剣に動画

を見て

勉強して
いました！

今育て
ている

苗は

こんな
に大き

くなるん
だよ！

82025.072025.079



　当ＪＡ青年部は6月16、17日の２日間、東京都や神奈川県の小学校16校を訪問し、社会科の授業で農業
や米づくりを学ぶ小学5年生の児童たちに「米づくりの先生」として授業を行いました。今回、青年部の
他、女性部やJA職員の計20人が参加しました。
　同運動は、交流を深めながら質問に答えることで農業を正しく理解してもらうことを目的とし、30年
以上前から活動しています。
　授業では、各学校で児童がバケツ稲や学校田にて栽培している、今年5月に発送した「はえぬき」の苗の
生育状況を確認し、今後の水管理などについてアドバイスしました。また、稲作の一年について解説する
DVDを観賞し、季節ごとの生育過程や作業を分かりやすく説明しました。
　児童からは、「米の種類によって育て方に違いはあるの？」、「稲一本でどのくらいの米が収穫できる
の？」などたくさん質問が上がりました。
　今回の訪問について青年部土田伸平委員長は、「今年も子供達からたくさんの質問を受けて、色々な話
をすることができて良かった。現在の米価の高騰もあってか備蓄米についてなど、いつもとは違った質問
も多く、こちらが考えさせられる瞬間もありました」と話しました。

上京運動上京運動
直接見て・触れて「食」と「農業」の大切さを伝える

青年部
通 信

稲をよく
観察す

ることと

水量の
調節が

大事だ
よ！

稲刈りは
どのくら

い

時間がか
かるの？ 積極的に皆さん質問してくれました！

　

現
在
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
の
メ
ロ
ン

で
す
が
、
そ
の
栄
養
素
に
つ
い
て
あ
ま

り
知
ら
な
い
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
メ
ロ
ン
に
含
ま
れ
る
豊
富

な
栄
養
素
と
、
そ
の
お
い
し
い
メ
ロ
ン

の
見
分
け
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
栄
養
素
で
す
が
、
メ
ロ
ン
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

○
カ
リ
ウ
ム
・
・
・
血
圧
を
下
げ
る
効

果
が
あ
り
、
高
血
圧
の
予
防
に
な
り
ま

す
。
ま
た
余
分
な
塩
分
を
身
体
の
外
に

出
す
効
果
が
あ
り
、
塩
分
と
同
時
に
水

分
も
外
に
出
る
為
、
む
く
み
の
解
消
に

な
り
ま
す
の
で
、
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
に

お
す
す
め
で
す
。

○
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
・
・
メ
ロ
ン
１
０
０

ｇ
あ
た
り
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は

１
日
の
推
奨
摂
取
量
の
４
分
の
１
が
含

ま
れ
て
お
り
、
肌
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な
る
活
性
酸
素
の
生
成
を
抑
制
す
る
抗

酸
化
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
美
肌
に

効
果
の
あ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
促
進
に
も

必
須
の
栄
養
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
・
・
・
特
に
赤

肉
種
に
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
身
体

の
中
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
換
さ
れ
、

抗
酸
化
作
用
や
免
疫
力
の
向
上
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
含
む
メ
ロ
ン

で
す
が
、
そ
の
お
い
し
い
見
分
け
方

と
し
て
、

①
網
目
が
細
か
く
き
れ
い

②
重
み
が
あ
る

③
形
が
整
っ
て
い
る

な
ど
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

す
ぐ
に
食
べ
る
場
合
は
香
り
を
か
い

で
甘
い
香
り
が
す
る
も
の
や
、
お
尻

の
部
分
を
押
し
て
少
し
弾
力
の
あ
る

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

メ
ロ
ン
は
赤
肉
と
青
肉
で
味
や
香

り
に
違
い
が
あ
り
、
赤
肉
は
甘
さ
が

特
徴
的
で
食
感
も
柔
ら
か
い
で
す
。

青
肉
は
す
っ
き
り
と
し
た
香
り
や
甘

さ
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
食
感
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
の
で
、
自
分

の
好
み
は
ど
ち
ら
な
の
か
、
一
度
食

べ
比
べ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

水
田
で
は
穂
肥
作
業

の
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
穂
肥
に
は
籾
数
や

枝
梗
数
の
増
大
、
稔
実

の
向
上
、
籾
の
退
化
防
止
等
の
効
果
が
あ
り
、

収
量
確
保
に
向
け
た
重
要
な
作
業
の
ひ
と
つ

と
な
り
ま
す
。
的
確
な
生
育
診
断
を
行
い
、

適
期
・
適
量
の
穂
肥
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
気
象
庁
の
長
期
予
報
に
よ
る
と
、

気
温
が
高
く
猛
暑
に
な
る
見
込
み
で
す
。
気

象
変
動
に
耐
え
得
る
技
術
対
策
や
管
理
の
徹

底
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
穂
肥
の
時
期
・
量
】

　

穂
肥
の
時
期
を
最
も
確
実
に
診
断
す
る
方

法
は
、
茎
の
基
部
を
カ
ッ
タ
ー
な
ど
で
削
ぎ
、

中
の
幼
穂
を
確
認
す
る
事
で
す
。
幼
穂
の
長

さ
で
稲
の
生
育
段
階
を
確
認
し
、
穂
肥
時
期

を
決
定
し
ま
す
。（「
は
え
ぬ
き
」
な
ら
幼
穂

長
が
約
０
・
５
㎜
〜
で
穂
肥
時
期
）
施
肥
量

に
つ
い
て
は
生
育
状
況
に
よ
っ
て
変
動
す
る

の
で
、
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
情
報
を
参

考
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
肥
一
発
肥
料
の
使
用
圃
場
で
生
育
途
中

で
の
葉
色
低
下
が
見
ら
れ
る
場
合
は
総
合
的

な
判
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
営
農
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

稲
の
生
育
状
況
に
よ
り
窒
素
追
肥
が
困
難

な
場
合
は
、
積
極
的
に
ケ
イ
酸
資
材
を
施
用

し
ま
し
ょ
う
。

【
穂
肥
後
の
管
理
】

　

穂
肥
施
用
後
は
飽
水
管
理
（
土
壌
表
面
の

足
跡
に
水
が
残
る
程
度
）
と
し
、
そ
の
後
出

穂
期
ま
で
は
２
湛
２
落
の
間
断
潅
水
を
行
い
、

土
壌
を
酸
化
的
に
維
持
し
根
の
伸
長
・
発
根

促
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
出
穂
期
か

ら
穂
揃
期
に
か
け
て
の
約
１
週
間
は
開
花
・

受
粉
に
十
分
な
水
分
（
花
水
）
が
必
要
と
な

る
た
め
、
湛
水
状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

【
防
除
対
策
】

　

病
害
虫
防
除
所
の
情
報
に
よ
る
と
、
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が
「
や
や
多
い
」
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類
の
増
殖

を
抑
え
、
こ
ま
め
な
草
刈
り
（
雑
草
が
穂
を

つ
け
る
前
の
草
刈
り
）
や
、
圃
場
内
の
雑
草

除
去
と
防
除
を
徹
底
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
発

生
密
度
を
低
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

営農掲示板

幼
穂
形
成
期
か
ら
の

本
田
管
理
に
つ
い
て

営
農
の
し
お
り

園
芸
だ
よ
り

メ
ロ
ン
に
含
ま
れ
る

栄
養
素
や
見
分
け
方

の
コ
ツ

酒田きた営農課
係長

岡部 真治

園芸課
鈴木 康平

皆さん真
剣に動画

を見て

勉強して
いました！

今育て
ている

苗は

こんな
に大き

くなるん
だよ！
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二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

【応募方法】下記５問をご回答ください
①答え　②今月号で良かった記事　③今後あったらいいなと思う記事
④来月号の「読者からのおたより」掲載用にひとこと
※季節の話題、日常の話題、今月号の話題などなんでもOK！
⑤お届け先情報（郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号）

【あて先】〒998-8510　JA庄内みどり 広報クイズ係　行
※e-mailでの応募は
　kouhou@ja.midorinet.or.jp まで

①夏休みの朝に通ってスタンプをもら
います
②早起きは三文の――
③サーファーが乗ろうとするもの
④アルコール分が含まれていない飲み物
⑥疑問文では上げることが多い
⑧葛まんじゅうの中に包み込まれてい
るもの
⑩デジタル時代になり――の文字を
見る機会が減りました
⑪騎手が乗っていません
⑬観光、スクール、二階建てといえば
⑭鳥の体に生えるもの
⑯うな重と一緒に――吸いを注文した

②3人組のこと
⑤閻魔大王がいるところ
⑦ハワイ州の州都、ホノルルがある島
⑨浴衣を着て――を締めた
⑩ショッピングモールには多くの―
―が入っている
⑪左右反対に映ります
⑫メロンの生産量が日本一である県
⑭糸を通して布を縫います
⑮1とその数自体しか約数を持ちませ
ん
⑯俵万智の第一歌集『サラダ――
日』
⑰阿寒湖で育つものが有名な藻類

お送りいただいた個人情報は当誌の編集以外には使用しません

【締切】7月22日（火）当日消印有効

流れ星が
流れたときに
することは？

ヒント！ヒント！

【
6
月
号
答
え
】

  

ウ
メ
シ
ュ

【当選者発表】
Ｋ・Ｆさん（遊佐）
Ｓ・Ｈさん（平田）
Ｓ・Ｓさん（上田）
Ｋ・Ｋさん（八幡）
Ｋ・Ｍさん（鶴岡市）

【ヨコのカギ】【タテのカギ】
第3回定例理事会が6月30日、本所で開かれ、
下記の議案が承認されました。

附議事項

理事会だより

令和７年５月末事業実績検討
ディスクロージャー誌の対応
行政庁提出業務報告書の承認
令和８年度新規採用職員第２次募集要領
令和６年度決算監事監査報告に対する回答書

１.
２.
３.
４.
5.

ペンネーム
（6文字以内）での
応募ができるように
なりました！

フルネームでの氏名記入は
必須になります。

正解者の中から抽選で5名様に
蕎麦「ゆきのはな」をプレゼント！

　JA庄内みどり青年部は、現在10
支部、152人で活動しています。全
体での主な活動として関東の小学
校を訪れて授業を行う「上京運動」
や、他支部との交流を目的とした
「盟友交流会」などを行っています。

青年部
盟友
大募集

インスタグラムに
勧誘チラシを

アップしているので
そちらもチェックして
みてください。

楽しいイベント盛沢山！
青年部に加入してみませんか？
農家でない方も大歓迎です。
連絡お待ちしています！！
青年部事務局 ☎26-5643
　　　　　　　　　　担当：富樫

山居館メロンフェア
●日時　7/13（日）9:00～12:00
　　　　7/20（日）9:00～12:00
●内容　贈答用メロンの販売、
フェア日は送料がお得！！
●お問合せ　山居館 ☎26-6732

お知らせ

感謝をこめて「ファイナルジュエリーフェア」を開催します！！
7月25日（金）　10:00～18:00
7月26日（土）　10:00～15:00

日　時

JA庄内みどり本所2階　特設会場場　所

ジュエリー、バッグ、時計等最大50％OFF～内　容

中央配送センター　☎43-8133お問合せ

「JA庄内みどり 女性部まつり」開催
　皆さまから喜んでいただけるように、多種多様の商品紹介と販売、
また部員のブースも設けておりますので、お誘いあわせの上多数ご
参加くださるようお願いいたします。

7月16日（水）　11:00～14:00回収期間
JA庄内みどり本所3階　ホール場　所
女性部手作り商品他　※マイバッグをご持参ください。
※開催当日、女性部員だけでなく、老若男女問わずのご来
場も大歓迎です！！
総務課　☎26-5500お問合せ

内　容

第4回ウオーキング倶楽部のお知らせ

オートキャンプ場手前駐車場
右のQRコードからもご確認いただけます。集　合

7月26日（土）8：30受付、9：00開始日　時
庄内空港緑地公園コース内　容

第4回から参加の方、2,000円になります。年会費
新規参加希望の方は、下記までご連絡ください。
福祉課　☎24-5411　FAX24-5413

お問合せ

こ
ち
ら
か
ら
も

ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
↓

●主な職務内容（ＪA事業全般）
　ＪA 事業全般（総合職）  営農販売、購買、信用、共済事業など
●応募資格
⑴令和 8 年 3 月大学・短期大学を卒業見込みの方か、既に大 学・

短期大学を卒業した昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれ た方（満
39 歳まで） 　

⑵令和 8 年 3 月高校・専修学校を卒業見込みの方か、既に高 校・
専修学校を卒業した平成 3 年 4 月 2 日以降に生まれた 方（満
34 歳まで） 　

⑶自宅より通勤可能な方
●採用予定人数　7 人程度
●応募期間および試験日程　応募資格⑴⑵共通
応募期間：令和 7 年 7 月 1 日（火）～ 9 月 8 日（月）
　　　　　※締切日必着 　
試験日：令和 7 年 9 月 19 日（金）
●試験内容
午前：適正検査 SPI3（能力検査、性格検査）・小論文 　
午後：面接試験
●試験会場　当ＪA 本所（酒田市曙町 1-1） 
●応募書類
　下記お問合せ先へご連絡または当ＪA のホーム ページ（採用情

報）からも確認できます。 
●事業所説明会 　日時：令和 7 年 7 月 30 日（水）14：00 ～ 
場所：当ＪA 本所（酒田市曙町 1-1） 　
参加申込みは事前に人事教育課までご連絡ください。 
●お問合せ　人事教育課　☎26-5561

令和8年度職員募集

なんとも可愛らしい娘さんでおたよりを読んだだけでとても癒されました。愛情か
けて育てた野菜をたくさん食べて元気に大きく育ってほしいですね！　  （小松）

自宅のベランダで、ニラとラディッシュをプランターで育てています。これまで何
度か3歳の娘に収穫を手伝ってもらい、採りたて野菜を味わっています。芽が出
て、葉が茂ってくると娘も喜び、大きくなーれ！と息を吹きかける様子が何とも言え
ないです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （千葉県・小島さん）

体づくりを建築で例えると、たんぱく質は「材
料」で糖質は「大工さん」なんて言ったりします
ね。お米をモリモリ食べて、大所帯の建築会社
にしてあげてください！食べ過ぎでお腹がバス
ケットボールになった広報より。　　　（本間）

息子のバスケの大会等に行くのが生きがいと
なっています。体づくりのために米を食べさせ
ないと…と実家の農業のお手伝いをして米を
Getしています。　　　　　（酒田・髙橋さん）

今年6月から「熱中症対策」が義務化されました。近年、猛暑の影響で増加している熱中症の重篤

化を防止するため、熱中症のおそれがある作業従事者を早期に見つけ、状況に応じた迅速な対応

をはかるなどの体制整備が必要となります。具体的な内容はQRコードからご確認ください。

6月に入り熊の出没が毎日の様に
あり、10日に東部中の校庭を走っ
て南方へ！！年々熊の出没が多くな
り、不安を感じる今日この頃です。

（平田中央・後藤さん）
相次ぐ熊の出現で外に出るのが
怖いです～。 （東平田・佐藤さん）
熊の目撃に居座り。良い対策はな
いのでしょうか？

（新堀・E・Sさん）

ここ最近毎日のようにニュー
スで熊の出没のことが取り上
げられていますよね。これから
夏を迎え、秋になると冬眠に
備え「飽食期」とよばれる熊が
エサを蓄えるため最も活動的
になるそうです。熊除けの
グッズを買うなど少しでも出
来るところから対策しないと
いけないですね。　（小松）

「熱中症対策」が義務化されました
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二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

【応募方法】下記５問をご回答ください
①答え　②今月号で良かった記事　③今後あったらいいなと思う記事
④来月号の「読者からのおたより」掲載用にひとこと
※季節の話題、日常の話題、今月号の話題などなんでもOK！
⑤お届け先情報（郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号）

【あて先】〒998-8510　JA庄内みどり 広報クイズ係　行
※e-mailでの応募は
　kouhou@ja.midorinet.or.jp まで

①夏休みの朝に通ってスタンプをもら
います
②早起きは三文の――
③サーファーが乗ろうとするもの
④アルコール分が含まれていない飲み物
⑥疑問文では上げることが多い
⑧葛まんじゅうの中に包み込まれてい
るもの
⑩デジタル時代になり――の文字を
見る機会が減りました
⑪騎手が乗っていません
⑬観光、スクール、二階建てといえば
⑭鳥の体に生えるもの
⑯うな重と一緒に――吸いを注文した

②3人組のこと
⑤閻魔大王がいるところ
⑦ハワイ州の州都、ホノルルがある島
⑨浴衣を着て――を締めた
⑩ショッピングモールには多くの―
―が入っている
⑪左右反対に映ります
⑫メロンの生産量が日本一である県
⑭糸を通して布を縫います
⑮1とその数自体しか約数を持ちませ
ん
⑯俵万智の第一歌集『サラダ――
日』
⑰阿寒湖で育つものが有名な藻類

お送りいただいた個人情報は当誌の編集以外には使用しません

【締切】7月22日（火）当日消印有効

流れ星が
流れたときに
することは？

ヒント！ヒント！
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【当選者発表】
Ｋ・Ｆさん（遊佐）
Ｓ・Ｈさん（平田）
Ｓ・Ｓさん（上田）
Ｋ・Ｋさん（八幡）
Ｋ・Ｍさん（鶴岡市）

【ヨコのカギ】【タテのカギ】
第3回定例理事会が6月30日、本所で開かれ、
下記の議案が承認されました。

附議事項

理事会だより

令和７年５月末事業実績検討
ディスクロージャー誌の対応
行政庁提出業務報告書の承認
令和８年度新規採用職員第２次募集要領
令和６年度決算監事監査報告に対する回答書

１.
２.
３.
４.
5.

ペンネーム
（6文字以内）での
応募ができるように
なりました！

フルネームでの氏名記入は
必須になります。

正解者の中から抽選で5名様に
蕎麦「ゆきのはな」をプレゼント！

　JA庄内みどり青年部は、現在10
支部、152人で活動しています。全
体での主な活動として関東の小学
校を訪れて授業を行う「上京運動」
や、他支部との交流を目的とした
「盟友交流会」などを行っています。

青年部
盟友
大募集

インスタグラムに
勧誘チラシを

アップしているので
そちらもチェックして
みてください。

楽しいイベント盛沢山！
青年部に加入してみませんか？
農家でない方も大歓迎です。
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青年部事務局 ☎26-5643
　　　　　　　　　　担当：富樫

山居館メロンフェア
●日時　7/13（日）9:00～12:00
　　　　7/20（日）9:00～12:00
●内容　贈答用メロンの販売、
フェア日は送料がお得！！
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お知らせ

感謝をこめて「ファイナルジュエリーフェア」を開催します！！
7月25日（金）　10:00～18:00
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日　時
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ジュエリー、バッグ、時計等最大50％OFF～内　容
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総務課　☎26-5500お問合せ

内　容
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オートキャンプ場手前駐車場
右のQRコードからもご確認いただけます。集　合
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庄内空港緑地公園コース内　容

第4回から参加の方、2,000円になります。年会費
新規参加希望の方は、下記までご連絡ください。
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お問合せ
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●主な職務内容（ＪA事業全般）
　ＪA 事業全般（総合職）  営農販売、購買、信用、共済事業など
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　　　　　※締切日必着 　
試験日：令和 7 年 9 月 19 日（金）
●試験内容
午前：適正検査 SPI3（能力検査、性格検査）・小論文 　
午後：面接試験
●試験会場　当ＪA 本所（酒田市曙町 1-1） 
●応募書類
　下記お問合せ先へご連絡または当ＪA のホーム ページ（採用情

報）からも確認できます。 
●事業所説明会 　日時：令和 7 年 7 月 30 日（水）14：00 ～ 
場所：当ＪA 本所（酒田市曙町 1-1） 　
参加申込みは事前に人事教育課までご連絡ください。 
●お問合せ　人事教育課　☎26-5561

令和8年度職員募集

なんとも可愛らしい娘さんでおたよりを読んだだけでとても癒されました。愛情か
けて育てた野菜をたくさん食べて元気に大きく育ってほしいですね！　  （小松）

自宅のベランダで、ニラとラディッシュをプランターで育てています。これまで何
度か3歳の娘に収穫を手伝ってもらい、採りたて野菜を味わっています。芽が出
て、葉が茂ってくると娘も喜び、大きくなーれ！と息を吹きかける様子が何とも言え
ないです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （千葉県・小島さん）

体づくりを建築で例えると、たんぱく質は「材
料」で糖質は「大工さん」なんて言ったりします
ね。お米をモリモリ食べて、大所帯の建築会社
にしてあげてください！食べ過ぎでお腹がバス
ケットボールになった広報より。　　　（本間）

息子のバスケの大会等に行くのが生きがいと
なっています。体づくりのために米を食べさせ
ないと…と実家の農業のお手伝いをして米を
Getしています。　　　　　（酒田・髙橋さん）

今年6月から「熱中症対策」が義務化されました。近年、猛暑の影響で増加している熱中症の重篤

化を防止するため、熱中症のおそれがある作業従事者を早期に見つけ、状況に応じた迅速な対応

をはかるなどの体制整備が必要となります。具体的な内容はQRコードからご確認ください。

6月に入り熊の出没が毎日の様に
あり、10日に東部中の校庭を走っ
て南方へ！！年々熊の出没が多くな
り、不安を感じる今日この頃です。

（平田中央・後藤さん）
相次ぐ熊の出現で外に出るのが
怖いです～。 （東平田・佐藤さん）
熊の目撃に居座り。良い対策はな
いのでしょうか？

（新堀・E・Sさん）

ここ最近毎日のようにニュー
スで熊の出没のことが取り上
げられていますよね。これから
夏を迎え、秋になると冬眠に
備え「飽食期」とよばれる熊が
エサを蓄えるため最も活動的
になるそうです。熊除けの
グッズを買うなど少しでも出
来るところから対策しないと
いけないですね。　（小松）

「熱中症対策」が義務化されました
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＊付与されるPayPayポイントは、PayPay/PayPayカード公式ストアでの利用可能。出金・譲渡不可。 ＊複数の
キャンペーンが適用される場合、付与率は最大66.5%となります。詳細はPayPay HPをご確認ください。
［クーポン発行者］全国農業協同組合連合会　［業務受託者］PayPay株式会社

（早期終了する場合があります）

PayPayポイント

8/1（金）   8/31（日）2025年

5回まで

［付与上限］1,000ポイント／回、3,000ポイント／期間

PayPay♪

獲得 獲得

4
MY

Myクーポン

人気のブランド

あなたにおすすめ

フォロー中のお店

もっと見る

〇〇カフェ

獲得 獲得 獲得

PayPayクーポン

獲得

そのままPayPayで支払うだけ！クーポンを獲得して、

PayPayでお支払いをすると

最大

（株）みどりサービス

SSにご来店いただき
クーポン獲得を
お願いします

地 域 と J A を 結 ぶ 広 報 誌
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　6月22日、農産物直売所みどり
の里山居館は「夏野菜フェア」を
開き、新鮮な夏野菜の詰め放題
などを行いました。1時間もたたず
に売り切れる野菜が出るなど大
盛況となりました。
　山居館副組合長の伊與田明子
さん（表紙写真）は、今回のフェア
について「始まる前までは、お客
さんが来てくれるか心配で皆で
野菜が残らないように売り方の
相談などもしていたが、こんなに
早く売れるとは思っておらず驚い
た。とても嬉しかった。」と語りま
した。詳しくは7ページのニュース
&トピックスをご覧ください。

第
31
回
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会

今月の表紙今月の表紙
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